
西仙北地域・小笠原友子さん宅では、干しだいこん作業に大忙しです。
ふるさとの味として県内のみならず北海道や鳥取まで届けられます。
「いぶし方には気を使い、一本一本様子を見ながら手間と愛情をかけます」
小笠原さんの干しだいこんは、西仙北地域直売所「大綱の里」で販売されています。

天井いっぱい故郷の味
一本一本愛情込めて
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●主な施設の業務案内(　　は休み)
●戸籍関係届け出などは日直が受け付けます。
　◆取り扱い内容
　・出生届、婚姻届、死亡届など・斎場の使用許可
　◆場　所＝各総合支所（日直室）
　◆時　間＝午前８時30分～午後５時

●今月の最終定期支払日は26日(月)です
　　会計課の支払いは、毎月５のつく日ですが、今月の
　最終定期支払日は26日(月)です。

●ごみ収集
　　12月31日(土)から１月３日(火)までは、ごみの収集
　を行いませんのでご注意願います。
　　大仙美郷クリーンセンターは、29日（木）、30日
 （金）の両日とも受け付けしていますが、現金での支
　払いができません。使用券での支払いとなりますので、
　前もってクリーンセンター（☎0187-62-1749）の計量
　受付窓口でお買い求めください。

●急な病気やけがで困ったときは
　◆救急医療センターの診療時間＝午前10時～午後４時
　　　(31日の診療時間は、午後１時～４時)
　◆在宅当番医の診療時間＝午前10時～午後４時
　　夜間は、第二次病院をご利用ください。

　　　※ 受診の際は、保険証をお忘れなく。

  

　　大曲保健センター☎0187-62-1015
　　仙北組合総合病院☎0187-63-2111
　　大曲中通病院☎0187-63-2131
　◆休日歯科当番医の診療時間＝午前９時～午後３時
      12月31日 たかはし歯科クリニック(☎0187-62-6800)
 1月1日  おやしき歯科クリニック(☎0187-65-2002)
　　 1月2日  金子歯科医院(☎0187-63-7300)
　　 1月3日  田口歯科医院(☎0187-63-7117)
　◆毎週日曜開設の大曲仙北医師会当番制の小児科救急診療
　　医療機関＝仙北組合総合病院
　　診療時間＝午前９時～午後３時
　　１日（日）も休まず開設しています。

●休み中の各種証明書発行
　　　　　　　　電話予約を受け付けます。
　◆予約受け付け
　　土・日曜日、休日を除く12月28日(水)までの
　　午前８時30分から午後５時まで

　◆発行場所
　　各総合支所（日直室）
取扱証明書
　◆市民課取り扱い
　　住民票の写し、印鑑登録証明書
　◆税務課取り扱い
　　資産、専用住宅、公課金、所得、課税、非課税
　　納税の各種証明書

大曲図書館

太田図書館

公民館

市役所

大曲中央公民館

大曲市民会館

協和市民センター

中仙市民会館

仙北ふれあい文化センター

神岡図書館

西仙北図書館

協和図書館

南外図書館

仙北図書館

斎場（中央・南部・北部）

大仙美郷
クリーンセンター

施　設　名
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市役所は
12月29日（木）から
１月３日（火）まで

休みになります。
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　選挙が明るく正しく行われるためには、政治に関心

を持ち、選挙に対する正しい知識と有権者としての自

覚を身につけることが大切です。

明るい選挙推進協議会を設立

　大仙���市では、旧市町村でそれぞれ組織していた明る

い選挙推進協議会を解消し、「大仙市明るい選挙推進協

議会」を新たに設立。旧市町村の協議会員全員を推進

員として組織し、その中から会長１人、副会長８人、幹

事21人を役員として選任しました。

　今後は、明るい選挙推進に関する調査、研究、指導

者・団体の育成、啓発宣伝を行い、選挙が適正に行わ

れるよう、大仙市全体で、明るく正しい選挙の実施に

努めます。

　協議会にはどなたでも加入できますので、みなさん

のご参加をお待ちしています。

【問い合わせ】

協議会事務局（選挙管理委員会事務局）

☎ 0187-72-2167まで

明るい選挙推進協議会
正しい選挙の実施に取り組み、１票の大切さを考えます

 役職 氏　名 地域名

 会　長 奈　良　隆　雄 角間川町 （大　曲）
 副会長 柴　田　鉄　雄 大曲須和町 （大　曲）
 〃 藤　井　　　肇 神宮寺 （神　岡）
 〃 佐　藤　福　蔵 土川 （西仙北）
 〃 町　田　　　忠 長野 （中　仙）
 〃 加　藤　忠　久 小種 （協　和）
 〃 高　橋　公　男 無尻橋 （南　外）
 〃 長　澤　豊太郎 横堀 （仙　北）
 〃 小　松　ミ　ホ 東今泉 （太　田）
 幹　事 小　林　良　子 大曲緑町 （大　曲）
 〃 六　郷　正之助 花館上町 〃
 〃 小　山　ミキ子 蛭川 〃
 〃 藤　井　典　子 高関上郷 〃
 〃 佐　藤　益　雄 神宮寺 （神　岡）
 〃 相　馬　雅紀子 北楢岡 〃
 〃 佐々木　良　子 円行寺 （西仙北）
 〃 小山田　貞　夫 強首 〃
 〃 佐々木　悦　子 強首 〃
 〃 伊　藤　喜代治 清水 （中　仙）
 〃 畑　本　哲　美 長野 〃
 〃 鈴　木　良　子 豊岡 〃
 〃 今　野　　　武 協和境 （協　和）
 〃 進　藤　勝　昭 協和峰吉川 〃
 〃 田　沢　善　雄 協和船沢 〃
 〃 八　嶋　明　男 悪戸野 （南　外）
 〃 佐　藤　七　男 水沢 〃
 〃 池　田　キ　ミ 高梨 （仙　北）
 〃 大　野　克二實 高梨 〃
 〃 佐々木　信　尾 太田町国見 （太　田）
 〃 鈴　木　弘　之 太田町国見 〃

明るい選挙推進協議会役員名簿

平成17年度

明るい選挙啓発標語コンクール
平成17年度

明るい選挙啓発標語コンクール

　大仙市選挙管理

委員会と明るい選挙

推進協議会が募集した

「平成17年度明るい選挙

啓発標語」には、市内の小・

中学校から128点の作品が

寄せられ、審査の結果、最優

秀賞１点、優秀賞２点、優良

賞７点が選ばれました。

　入賞した作品は、今後の

活動や選挙で、啓発標語

として活用させていた

だきます。

【最優秀賞】

「一票が未来をつくる架け橋へ」佐藤真由美さん（平和中学校３年）

　　　 　　【優良賞】

 「きれいな一票つなごう輝く未来」千葉幸恵さん（大曲中学校３年）

 「小さな一票未来を築く大きな力」佐々木捷さん（大曲中学校１年）

 「捨てないであなたの一票明日をつくる」六郷秀太さん（大曲中学校１年）

　　　「一票が未来を照らすみちしるべ」 本間春香さん（大曲中学校１年）

     「大切ですあなたの一票わたしの一票」中島萌花さん（大曲中学校１年）

  「その一票未来をひらくかぎとなる」 高橋明日香さん（大曲中学校１年）

「みんなでつくろう明るい選挙みんなでやろう明るい選挙」
田口智寛さん（大曲西中学校３年）

【優秀賞】

「大事な一票めんどうがらずむだにせず」三浦響基さん（大曲中学校２年）

「捨てないで！その一票明日の日本を決める鍵」
佐々木麗海さん（四ツ屋小学校６年）
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1
「ごみはお早めに」年末年始は休業します

大仙美郷クリーンセンター
　大仙美郷クリーンセンターは12月31日(土）から

平成18年1月3日（火）まで休業します。また、12

月29日（木）・30日（金）は現金の取り扱いを行いま

せん。

　ごみの搬入を予定している方は、クリーンセン

ターの計量受付窓口で「ごみ使用券」をあらかじめ

お買い求めください。

　中仙地域の方は、休業日が異なりますので広報だ

いせん「中仙地域版」でご確認ください。

【問い合わせ】

本庁環境対策課（内線146）まで

　平成17年度工業統計調査が、12月31日（土）現

在で実施されます。

　この調査は経済産業省が実施するもので、結果

は国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料

として利用されます。対象事業所に調査員がお伺

いしますのでご協力をお願いします。

【問い合わせ】

各総合支所地域振興課

本庁総合政策課統計班（内線216）まで

統計調査にご協力ください

工業統計調査3

12月１日号の５ページ平成17年秋の叙勲の神宮蓉子さんの氏
名が「神谷」になっていました。訂正しておわびします。

　冷蔵庫を無料でお譲りします

ので、希望する方は電話でお申

し込みください。

　申し込み多数の場合は、抽選

で決定させていただきます。

◆申込受付期間／12月20日

　（火）までの午前８時30分～

　午後５時15分（土・日曜日を除く）

【問い合わせ・申し込み】

　　大曲総合支所環境課

　　☎ 0187-63-5370まで

冷蔵庫をお譲りします

リサイクルフリーマーケット2

1997年式4ドア冷蔵庫
（容量346リットル）

4
第33回大曲吹奏楽団定期演奏会

のぶ や

Featuring須川展也（sax）
　大曲市民会館で大人気の大曲吹奏楽団定期演奏会

と、サックス演奏者「須川展也さん」とのセッショ

ンが実現。どなたでも楽しめるコンサートです。

◆日時／平成18年２月26日(日)午後２時開演

◆入場料／指定席1,500円、自由席1,200円

◆チケット発売／12月24日（土）から

◆チケット販売所／大曲市民会館、中仙市民会館、

協和市民センター、仙北ふれあい文化センターほか

【問い合わせ】

大曲市民会館☎ 0187-63-8766まで

大曲吹奏楽団と須川展也さんによる迫力ある演奏をお聴きください。

交通規制のお知らせ

西仙北スキー場までの道路5
　ぬく森温泉「ユメリア」への上り口（Ｔ字路）か

ら、西仙北スキー場までの道路が改良工事のため当

分の間通行止めになりました。大変ご不便をおかけ

しますがご協力をお願いします。

【問い合わせ】

西仙北総合支所土木課☎ 0187-75-2970まで
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　ジョイフルシティ大曲店隣りにある市公設ビル１

階「ねむのき市場小売店舗」と、３階「事務所」の

入居者を募集します。店舗や事務所をお探しの方は

お申し込みください。

◆応募資格／

【小売店舗】①市内に住所または店舗を有すること

②販売業務に必要な資力、技能、信用を有すること

③市税を完納していること

④連帯保証人が１人以上いること

【事 務 室】過去３年間法人市民税を完納していること

◆所在地／大曲通町8-50（ジョイフルシティ隣り）

◆募集コマ／

【小売店舗】27.3㎡（１室）、22.4㎡（１室）

【事 務 室】248.0㎡（１室）

※使用料やその他経費についてはご相談ください。

◆募集職種／

【小売店舗】食料品全般および雑貨などの小売業

【事 務 室】特になし

◆申込受付期限／平成18年１月31日（火）

【問い合わせ・申し込み】

大曲総合支所地域振興課（内線226）まで

市公設ビルの店舗・事務所の入居者募集

ねむのき市場小売店舗と事務所9

市公設ビルの１階ねむのき市場小売店舗（写真左）と３階事務所。

【各種手当の問い合わせ届け出先】

写真はキッチン。このほか洋室（６畳）が３部屋あります。

◆募集住宅／梨木田市営住宅 １戸（３LDK・H９建設）

◆入居資格／

①同居する親族がいる方。ただし、高齢者や障害者

の方は単身でも入居できる場合があります。

②住宅に困っている方

③収入が条例で定められている収入基準以下の方

④市町村税に滞納がない方

⑤市内に居住する連帯保証人がいる方

◆入居予定日／平成18年１月10日（火）

◆家賃／入居者の所得によって異なります。

◆申込受付期間／12月16日（金）から22日（木）ま

での午前９時～午後５時（土・日曜日を除く）

【問い合わせ・申し込み】

南外総合支所土木課

☎ 0187-74-2111（内線241）まで

入居者を募集しています

南外地域の市営住宅7

8
金融機関が変わったらお早めに

児童手当等の金融機関変更届
　次の別表にある各手当等を受給している方で、振

込金融機関を変更する場合や金融機関の統廃合等に

より届け出している振込口座が変更になった場合は

「金融機関変更届」の提出が必要です。

　届けがなかった場合、支払日に振り込みできませ

んので早めの届け出をお願いします。

◆持参するもの／印鑑、通帳等（変更後の口座の内

容がわかるもの）

児童手当 本庁児童家庭課・各総合支所市民課

児童扶養手当 〃

すこやか手当 〃

特別障害者手当 本庁援護福祉課・各総合支所市民課

障害児福祉手当 〃

経過的福祉手当 〃

人工透析通院費 〃

各種手当 問い合わせ・届け出先

※各総合支所市民課／大曲総合支所は本庁児童家庭課・援護福
祉課まで

　払田柵総合案内所は、次の期間中、事前に見学の

申し込みがあった場合にのみ開館します。

　見学を希望する方は、見学日の３日前までに文化

財保護室へお申し込みください。

◆期間／平成18年3月31日（金）まで

◆開館時間／午前９時～午後４時

※休館日／土・日曜日、祝日、毎週月曜日、12月28

日（水）から平成18年１月３日（火）までの年末年始

◆入館料／無料

◆申込受付時間／午前８時30分～午後５時15分

（休館日を除く）

【問い合わせ・申し込み】

教育委員会文化財保護室☎0187-63-8972まで

6
冬期間の見学についてのお知らせ

払田柵総合案内所

払田柵跡南側にある総合案内所には、払田柵で出土したものの
ほか、史跡の模型なども展示しています。
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座間市との相互応援協定（４日）
　災害時の相互支援協定を座間市と締結。

協和保育園竣工（７日）
大仙市誕生記念式典（18日）

７月
July

約900人が参加した誕生記念式典。

まほろば唐松薪能公演（４日）
第１回市制施行記念駅伝大会（５日）
池田氏庭園特別公開（11・12日）
仙北南保育園竣工（28日）

６月
June

かがり火の中で幽玄の世界を堪能。

少年少女野球教室（４日）
ドリーム・ベースボール（７・８日）
　名球会や元プロ野球選手による、野球教室やドリー
ムゲームが大曲球場で行われました。

５月
May

野球クリニックも開催。ドリーム・ベースボール。

第１回大仙市長選挙（17日）
　市長選挙の結果、栗林次美氏が市長に当選しました。

大曲球場完成（26日）

４月
April

４月18日、栗林市長初登庁。

大仙市誕生（22日）
　行政面積866.68㎞、人口96,059人。８市町村が合

併し、秋田市に次ぐ県内第２の規模の新市が誕生。

第１回大仙市議会臨時会（28日）
　初代議長に加藤勲氏が選任されました。

３月
March

各総合支所でセレモニーが行われました。
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池田氏庭園秋季特別公開（５・6日）
大仙市技能功労者表彰式（11日）
第22回東北将棋大会・大仙市長杯争奪戦（13日）

11月
November

日本最大級の雪見灯ろうと紅葉。

中仙幼稚園・中仙西保育園（２日）
第21回ふるさと西仙まつり（15日）
彩夏SENBOKU2005（15日）
第21回ドンパン祭り（16日）
第79回全国花火競技大会（27日）
まほろば唐松定期能公演（28日）

８月
August

大きな踊りの輪を作ったドンパン祭り。

第44回衆議院議員総選挙（11日）
　地元の御法川信英氏が2期目の当選を果たしました。

鈴木空如展（17～19日）
大仙市議会議員一般選挙（18日）
第27回全県500歳野球大会（24～29日）

９月
September

66人が立候補した市議会議員選挙。

（仮称）大曲南外学校給食センター安全祈願祭
（８日）

真木ダム代替案（素案）住民説明会（11日）

12月
December

（仮称）大曲南外学校給食センター完成予想図。

第１回大仙市誕生記念市民囲碁大会（１・２日）
第3回大仙市議会臨時会（14日）
　議長に橋本五郎氏が選出されました。

第18日全国ジャンボうさぎフェスティバル（16日）
秋の稔りフェア（22・23日）
市内国指定文化財めぐり（28日） 各地域の直売所が一堂に会した秋の稔りフェア。

October
10月
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日
本
と
の
時
差
は
14
時
間
。
国
の
南
部
を

赤
道
が
横
切
り
、
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド
伝
説
を

生
ん
だ
優
れ
た
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
文
化
を
誇
る

南
米
の
国
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
。
公
用
語

は
ス
ペ
イ
ン
語
で
、
コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
、
石
油
、
金
、
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど

が
主
要
産
品
。
日
本
の
約
３
倍
の
広
さ
を
持

つ
こ
の
未
知
な
る
地
に
、
一
人
の
女
性
が
熱

い
志
を
胸
に
先
月
旅
立
っ
た
。

　
黒
川
美
恵
子
さ
ん
は
今
年
度
の
海
外
青
年

協
力
隊
２
次
隊
員
と
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

首
都
ボ
ゴ
タ
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
約
50
分
の

カ
ル
ダ
ス
州
都
マ
ニ
サ
レ
ス
市
に
派
遣
さ
れ

た
。
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
風
光
明
媚
な
文
教

都
市
。
だ
が
危
険
も
隣
り
合
っ
て
い
る
街
で

あ
る
と
い
う
。

　
勤
務
先
は
非
政
府
組
織
の
「
ペ
ケ
ー
ニ
ョ

コ
ラ
ソ
ン
」。
現
地
語
で
「
小
さ
な
心
臓
」
と

い
う
意
味
の
非
営
利
団
体
は
、
経
済
的
理
由

で
心
臓
疾
患
の
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
や
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
同
団
体
に
は
２
人
の
現
地
看
護
師

が
勤
務
し
て
い
る
が
、
経
験
も
浅
く
、
医
療

分
野
に
お
け
る
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
人

材
が
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
地
域
へ

の
医
療
巡
回
を
開
始
し
た
た
め
、
そ
の
分
野

で
の
人
材
育
成
が
急
務
に
な
り
、
協
力
隊
へ

の
要
請
が
あ
っ
た
。

　
黒
川
さ
ん
は
、
横
手
城
南
高
校
衛
生
看
護

科
を
卒
業
後
、
平
成
12
年
に
看
護
師
の
免
許

を
取
得
。
東
京
都
内
の
総
合
病
院
で
呼
吸
器

や
冠
動
脈
疾
病
集
中
治
療
室
を
含
む
循
環
器

科
に
３
年
間
勤
務
後
、
今
年
７
月
ま
で
市
立

秋
田
総
合
病
院
に
勤
め
て
い
た
。
心
臓
疾
患

に
関
し
て
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。「
手
術
に

関
す
る
サ
ポ
ー
ト
、
健
康
促
進
の
地
域
活

動
、
医
療
者
へ
の
教
育
な
ど
、
期
待
さ
れ
る

業
務
内
容
は
多
岐
に
渡
る
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
が
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ

り
、
そ
れ
に
体
力
な
ら
誰
に
も
負
け
ま
せ

ん
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
彼
女
の
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
挑
戦
は
３

回
目
に
な
る
。「
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
看
護

師
に
な
る
こ
と
と
、
海
外
で
活
躍
す
る
こ
と

の
２
つ
が
夢
で
あ
り
、
外
国
で
医
療
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
従
事
す
る
こ
と
が
目
標
で
し
た
」

　
３
度
目
の
正
直
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
国

た
だ

を

際
協
力
事
業
団
の
秋
田
デ
ス
ク
の
菊
地
格
夫

さ
ん
は
、「
本
人
の
意
気
込
み
や
や
る
気
も

■くろかわ　みえこ
昭和55年旧神岡町生まれ。
横手城南高校衛生看護科を卒業後、平成12年に看
護師免許を取得。東京都内の総合病院で呼吸器、
循環器科で3年間勤務。平成15年から市立秋田総
合病院に勤務。今年7月に退職し、今年度の青年
海外協力隊の2次隊としてコロンビア共和国に2
年間派遣される。

自
分
の
す
べ
て
を
も
っ
て
、
相
手
に
尽
く
し
た
い

　
　
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ

黒 

川 

美
恵
子 

さ
ん
（
神
岡
地
域
・
神
宮
寺
・
25
歳
）

大
切
で
す
が
、

医
療
の
場
合
は

技
術
や
経
験
が

求
め
ら
れ
ま

す
。
黒
川
さ
ん

は
、
国
際
緊
急

援
助
隊
と
し
て

の
活
躍
も
視
野

に
入
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、

現
地
を
よ
く
理

解
し
、
現
地
で

即
戦
力
な
人
材
が
求
め
ら
れ
る
だ
け
に
、
今

回
の
派
遣
は
彼
女
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
の
「
夢
」
を
実
現
し
よ

う
と
努
力
し
、
見
事
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
黒
川
さ
ん
。「
看
護
師
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
伝
え
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
で

き
る
よ
う
、
幅
広
い
視
野
で
物
事
を
見
つ
め

ら
れ
る
人
間
で
い
た
い
。
そ
し
て
自
分
の
す

べ
て
を
も
っ
て
、
相
手
国
に
尽
く
し
た
い
」

と
い
う
意
気
込
み
に
熱
い
も
の
を
感
じ
る
。

元
気
で
、
そ
し
て
よ
り
一
層
の
活
躍
に
地
球

の
裏
側
か
ら
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。 距離約１万５千㎞

時差14時間
距離約１万５千㎞

時差14時間
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事
業
所
に
お
け
る
女
性
の
人
材
活
用

や
、
男
女
と
も
に
仕
事
と
子
育
て
等
の

家
庭
生
活
を
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
、
知
事
と
事
業
所
の
代

表
者
が
対
話
す
る
『
知
事
と
語
ろ
う

「
イ
キ
イ
キ
職
場
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
』

が
、
秋
田
県
と
大
仙
市
の
主
催
で
11
月

29
日（
火
）、
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
川
端
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
県
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

日
本
銀
行
秋
田
支
店
・
吉
田
知
生
支
店

長
の
講
演
や
、
県
の
「
男
女
イ
キ
イ
キ

職
場
宣
言
」
推
進
事
業
に
応
募
し
た
、

職
場
の
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
事

業
所
と
寺
田
知
事
と
の
協
定
調
印
、
栗

林
市
長
が
加
わ
っ
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
仙
市
か
ら
県
の
事
業
に
応

募
し
た
の
は
、
仙
北
地
域
で
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
株
式

会
社
タ
ニ
タ
秋
田
、
大
曲
地
域
で
各
種

宴
集
会
・
温
泉
ホ
テ
ル
等
を
経
営
す
る

株
式
会
社
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
川
端
、
同

地
域
で
塗
装
機
器
な
ど
の
一
般
機
械
を

製
造
し
て
い
る
ア
ネ
ス
ト
岩
田
秋
田
株

式
会
社
の
３
事
業
所
で
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
栗
林

市
長
は
、
「
担
当
す
る
部
署
と
し
て
合

併
当
初
か
ら
企
画
部
に
男
女
共
同
参
画

室
を
設
置
し
ま
し
た
。
講
話
会
や
プ
ラ

ン
策
定
、
庁
内
推
進
会
議
、
秋
の
稔
り

フ
ェ
ア
で
の
『
男
女
共
同
参
画
展
』
の

実
施
な
ど
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
は
、
子
育
て
や
介
護
保
険

問
題
な
ど
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、

互
い
に
連
携
し
た
形
で
の
窓
口
の
設
置

な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
推
進
体

制
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
関
連
の
各
種
審
議
会
、
委

員
会
の
女
性
委
員
登
用
率
に
つ
い
て

は
、「
旧
市
町
村
で
は
９
・
３
〜
21
・
１

％
だ
っ
た
の
に
対
し
現
在
31
・
９
％
ま

で
上
昇
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
企
業
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
「
市
役
所
内
か
ら
男
女
共

同
参
画
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

● ４日・水 仕事始め
● ５日・木 出初め式
● ６日・金 大曲商工会議所新春賀詞

交歓会
● ７日・土 大曲新人音楽祭コンクール

（～８日）
●10日・火 定例記者会見
●20日・金 あきたリッチセミナー

in TOKYO（～21日）
●24日・火 市長面会日

　午前/西仙北地域
　午後/協和地域

●25日・水 山形新幹線「大曲」延伸
促進新春講演会

11月13日（日）、第22回東北将棋大会・大仙市
長杯争奪戦で小学生棋士と対局する栗林市長。

[１月の市長の動き]
※日程が変更になる場合があります。

市長交際費（11月1日～11月30日）
摘　要 件数 金　額

20,000

246,956

30,000

296,956

2

28

3

33

弔　慰

慶　祝

協　賛

合　計

す
が
、
企
業
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
、
県
の
制
度
等
を
見
習
い
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
」
と
市
民
と
と
も
に
事
業
の
展
開
を

図
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
旧
市
町
村
ご
と
に
策
定
し
た
基
本
計

画
を
も
と
に
、
新
市
版
の
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
男
女
共

同
参
画
は
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
全
世
帯
に
プ
ラ
ン
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
女
性
が
、
そ
し
て
男
性
が
そ
れ
ぞ
れ

を
尊
重
し
、
認
め
合
え
る
事
業
所
は
元

気
が
あ
り
、
そ
の
元
気
は
地
域
を
活
性

化
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
つ
い
て
、
企
業
で
家
族
で
、

そ
し
て
地
域
で
話
し
合
え
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

１月の市長面会日
24日（火）午前9時30分～11時
会　場 ／ 西仙北総合支所
対　象 ／西仙北地域にお住まいの方
【問い合わせ・申し込み】

西仙北総合支所総務課☎ 0187-75-1111

24日（火）午後１時30分～３時
会　場 ／ 協和総合支所
対　象 ／ 協和地域にお住まいの方
【問い合わせ・申し込み】

協和総合支所総務課☎ 018-892-2111

　
　「
男
女
共
同
参
画
」

　 

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
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たい こ

　11月23日（水）、神宮寺小学校（佐藤泰子校長・児童数200

人）で、直木賞作家の志茂田景樹さんを招いた絵本の読み聞か

せ劇場が行われました。

　地域に学校を開放する「みんなの登校日」事業の一環として

同校ＰＴＡが主催。志茂田さんは、児童や地域住民約400人を

前に、自身のオリジナル絵本「まんねんくじら」「ぞうのこど

もがみたゆめ」「ひかりの二じゅうまる」の３作品を身ぶり手

ぶりで情感豊かに披露しました。

　家庭における童話や絵本の読み聞かせの必要性を痛感した志

茂田さんは、平成11年に「よい子に読み聞かせ隊」を結成し、

隊長となり全国を巡回し読み聞かせ活動を展開。講演は間もな

く900回を迎えます。

　志茂田さんは、「読み聞かせは親子に心の懸け橋を築き、そ

の橋を渡って愛情が流れ子どもの感受性を豊かにする。ぜひ家

庭や地域で読み聞かせを実践し、感動を分かち合いながら、楽

しくきずなを深めてもらいたい」と話しました。

志茂田景樹 絵本読み聞かせ劇場
心の懸け橋をとおり、分かち合う感動

優勝した「だいこく」チームのみなさん。

　11月23日（水）、中仙公民館で中仙地域の小学

生とその保護者を対象とした陶芸一日教室が開催

されました。この教室は子ども・親・祖父母の３

世代が芸術活動を通じて互いに交流することを目

的に、毎年開催されています。

　今回は森林工芸館の松尾さんを講師にむかえ、

半日かけ思い思いの器を創作しました。参加者は、

家族や友達との会話を楽しみながら、焼き上がり

の感じを質問したり、創作のアドバイスを受けた

りし、和やかな雰囲気で陶芸の楽しさを学びまし

た。

３世代交流　陶芸教室
家族と一緒に芸術活動

　11月13日（日）、神岡体育館で第44回神岡地域

婦人バレーボール大会が行われました。

　昭和38年から始められた大会は、昭和45年に

社会体育部門で文部大臣賞を受賞するなど、長い

歴史と伝統があります。

  当日は、神岡地域内から９チームが参加し、優勝

を目指して好プレー、ハッスルプレーが繰り広げ

られました。大会の成績は次のとおりです。

▼優勝＝だいこくチーム（大浦・八石集落）▼準優

勝＝北栄チーム（北楢岡１区～６区）

神岡地域婦人バレーボール大会
９チームが熱戦を展開

作り手の気持ちがこもった世界に一つしかない芸術作
品は、１月下旬に参加者の手元に届く予定です。
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読み聞かせ劇場の前には、６年生の教室で授業を行い
ました。（写真上）
親子のきずなを深めるためにも読み聞かせが大切と話
しました。（写真右）

太田地域づくり研修会
地域づくりにおける住民の役割を考える

　11月28日（月）、市民と行政との協働のまちづ

くりを学ぶ「大仙市太田地域づくり研修会」が太

田文化プラザで開かれ、約220人の市民や関係者

が出席しました。

　当日は、岩手県滝沢村前助役・熊坂伸子さんが

「市民による新しいまちづくり～協働時代の住民の

役割～」と題して講演しました。

　熊坂さんは、市民参加による協働のまちづくり

について「住民みんなで決めるのが自治の原型。

すべて行政に任せてその仕事を批判するばかりで

はなく、自ら参加し、積極的に行政側へ意見や提

案を行うことが必要だ」としたうえで、地域力の

発揮を提案。地域の個性を発揮するには市全体の

ことを考えるなど、広い視野で協働のまちづくり

を進める必要性を訴えていました。

　また、熊坂さんは講演の最後に、「どこの地域に

も『まちをもっとよくしよう』というアイディア

を持っている人が必ずいます。ただ、日本人の悪

い癖で他人の足を引っ張る人がいます。足を引っ

張らず、『You can do it（あなたならできる）』と

励ましてください」と話しました。
住民と行政がそれぞれの役割を果たし、地域にとらわれ過ぎずに
全市を視野に入れた、協働のまちづくりの必要性を話しました。

さ ど わら

　11月30日（水）、宮崎県佐土原町の岩切千秋助

役をはじめ同町地域づくり協議会メンバー13人

が市役所を訪れました。

　佐土原町は宮崎市の北側に隣接する人口約

33,000人のまちで、旧協和町と平成４年から交流

を重ね、平成13年には有縁交流を提携しています。

　交流のきっかけは、1868年９月に協和地域の

境・上淀川一帯が戊辰戦争の戦場となり、秋田藩
ばんしょうじ

を援軍した佐土原藩士８人が戦死し、境の万松寺

と秋田の全良寺に埋葬されました。戦渦から124

年後の平成４年には、佐土原町と旧協和町との合

同慰霊祭を行い冥福を祈った際に「新しい時代に

先駆けて戦った志士たちを後世に伝え、両町の交

流も深めたい」との願いから交流事業を重ねてき

ました。

　今年７月には、住民が主体となった「さどわら

会」（会員46人）を設立。相互の人的交流と地域の

発展を目指した交流事業を進めています。

佐土原町から13人が当市を訪問
今後とも地域交流を活発に

栗林市長と握手を交わす佐土原町地域づくり協議会・
杉尾代表。その右が岩切助役。
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　12月１日（木）、市の除雪出動式が午前10時か

ら仙北就業改善センターで行われました。

　市直営除雪を担当するオペレーター70人と市

関係者が出席し、作業の安全と今冬の市民生活に

支障をきたさない円滑な作業実施を誓いました。

市内の除雪路線の総延長は1,808km。一番延長が

長かった旧大曲市で405kmだったのに対し、新

市の除雪延長は桁違い。今年は7億6,519万円の

当初予算を計上し除雪に対応します。

　出動式で栗林市長は、「今年は旧市町村単位での

除雪となるが、それぞれが連携しながら仕事に取

り組んでもらいたい。安全第一で作業を進め、市

民の生活、経済活動に支障をきたさぬようにしっ

かり除雪していただきたい」と激励しました。そ

の後、永年勤続者6人を表彰し、鎌田建設部長が

オペレーターに雇用通知を伝達しました。

　また、午後１時30分からは大曲地域の除雪ス

テーションで、内小友小学校の３、４年生36人が

除雪機械などの体験学習をしました。

　担当職員から除雪機械や除雪体制、除雪費用な

どの説明を受けた後、児童は除雪機械の運転席に

乗り込み、オペレーターの説明を受けながら機械

操作を体験しました。

　除雪作業は、降雪量が10cmになるか、吹きだ

まりやわだちの発生が予想される場合などに行わ

れます。各オペレーターの携帯電話にメールで出

動要請が送られ、作業が行われます。夜間の作業

は原則午前２時から７時30分までとなっていま

すので、路上駐車など作業の妨げにならないよう

にご協力をお願いします。

合併後初の除雪出発式
内小友小学校児童の除雪体験学習も

　まちづくり会社「TMO大曲」が募集したシンボ

ル・キャラクター作品の展示会が、12月３日（土）

から11日（日）まで大曲通町の花火通り商店街に

ある花火庵・のびのびらんどで行われました。

　シンボル・キャラクターは「花火の街」大曲地

域をアピールし、中心商店街の一体感の醸成、地

域の独自性の創出などを目的に募集しました。

　市内小学校、養護学校計28校から寄せられた個

性あふれる作品403点が展示され、訪れた人たち

の目を楽しませました。

　なお、来年２月までに応募作品の中から優秀賞

3作品を選び、それを基に選考委員会がシンボル・

キャラクターのデザインを決定する予定です。

シンボル・キャラクター作品展示
思い思いの発想 403点が集まる

市内全域から403点の作品が集まりました。

担当職員から説明を聞く内小友小学校３、４年生。
オペーレーターの隣りに座り、除雪機械を操作し
ました。（写真/右下）
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功
績
を
た
た
え
て
　
長
年
各
分
野
で
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、文
部
科
学
大
臣
表
彰
、農
林
水
産
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　第５回秋田県歯科保健大会の県民よい歯の表彰
はちまるにいまる

において今年度の「８０２０いい歯のお年寄り表

彰」優秀賞者として藤原郁太郎さん（81歳・中仙

地域鑓見内）、「よい歯の幼稚園・保育所・学校表

彰」優秀賞として船岡保育園（協和地域）が表彰さ

れました。

　８０２０とは、日本人の平均寿命である80歳に

なっても20本以上の自分の歯を保つことを目標

に、若いうちから歯や歯ぐきの健康づくりを進め

ようという運動です。

　20本の歯があれば食生活にほぼ満足できるとい

われ、いつまでも食べる楽しみを味わえるばかり

でなく、全身の健康を維持する上での基礎となり

ます。とりわけ、永久歯が生え始める５歳児から

小・中学校生までの時期における歯科保健対策は

重要で、虫歯予防はもとより、子どもの時期から

歯や口腔衛生に関心を持つことが大切です。また、

高齢者の口腔状態の悪化は、認知症や介護状態の

悪化にもつながるため、来年度からスタートする

新しい介護保険制度では、介護予防サービスのメ

ニューに口腔ケアが盛り込まれています。

　歯の健康を守ることは、全身の健康を維持する

基本です。みんなで歯の健康づくりを進めていき

ましょう。

よい歯の表彰で藤原さんと船岡保育園
健康な体は健康な歯から

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
前
南
外
村
教
育
委
員

八 

嶋 

輝 

紀

（
72
歳
・
南
外
地
域
）

農
林
水
産
大
臣
表
彰

　
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家

ま
も
る

小 

松 

　
葵

（
59
歳
・
太
田
地
域
）

農
林
水
産
大
臣
表
彰

　
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家

小 

山 

田 

友 

子

（
70
歳
・
西
仙
北
地
域
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
前
太
田
町
教
育
委
員

伊 

藤 
　
忠

（
76
歳
・
太
田
地
域
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
前
中
仙
町
教
育
委
員

草 

薙 

　
浩

（
58
歳
・
中
仙
地
域
）

「食べたらすぐ歯を磨くこ
と」81歳になる藤原さん
は自分の歯が28本ありま
す。（写真/左）
歯の大切さを普段の生活
から学習している船岡保
育園児。昨年から保護者
が希望する年長組の園児
のみを対象にフッ素洗口
を実施しています。
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曲
駅
前
で
温
泉
が
掘
り
当
て
ら
れ
ま
し

　
　
た
。
以
前
か
ら
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
も
温
泉
な
ど
が
湧
き
出
な
い
も
の
か
思
っ

て
い
ま
し
た
。
温
泉
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る

予
定
と
聞
き
ま
す
が
、
宿
泊
者
以
外
で
も
利

用
可
能
な
の
か
、
ど
ん
な
泉
質
な
ん
で
し
ょ

う
か
。
と
に
か
く
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
38
歳
男
性
）

　
　
中
仙
町
の
時
に
は
、
ｉ
モ
ー
ド
版
の

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

大
仙
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ｉ
モ
ー
ド
に
対

応
し
て
い
ま
す
か
。
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
中
仙
地
域
・
35
歳
男
性
）

【
秘
書
広
報
課
】

　
現
在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ｉ
モ
ー
ド

に
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、「
大
曲

の
花
火
」
な
ど
問
い
合
わ
せ
の
多
い
情
報
に

関
し
て
は
、
期
間
限
定
で
あ
り
ま
す
が
携
帯

電
話
で
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
内
容

も
含
め
て
、
み
な
さ
ま
に
利
用
し
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
設
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
は
と
て
も
良
い
と

　
　
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
身
体
障
害
者
へ

の
対
応
設
備
等
を
も
う
少
し
丁
寧
に
取
り
上

げ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
43
歳
女
性
）

　
　
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
事
を
興
味
深
く
読

　
　
み
ま
し
た
。

　
市
民
自
身
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
受
け
止

め
る
こ
と
は
、
市
政
の
方
向
を
決
め
る
上
で

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
ぜ
ひ

有
効
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
36
歳
女
性
）

　
　
報
交
差
点
は
大
変
助
か
り
ま
す
。
私
の

　
　
大
事
な
情
報
源
で
す
。

　
ど
う
考
え
る
市
の
「
将
来
」
は
大
変
興
味

深
く
読
み
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
旧
大
曲
市
の
時
よ
り
も
大
仙
市

に
な
っ
て
か
ら
の
方
が
愛
着
が
深
ま
り
ま
し

た
。

（
大
曲
地
域
・
46
歳
女
性
）

　
　
は
20
年
前
に
旧
河
辺
町
か
ら
大
曲
に

　
　
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ち
は
大
変
住
み
良
い
と
こ
ろ
で

す
。
行
政
に
は
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
50
歳
男
性
）

　
　
併
後
の
広
報
紙
は
、
旧
市
町
村
の
情
報

　
　
が
盛
り
込
ま
れ
認
識
が
深
ま
り
楽
し
み

に
、
ま
た
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
大
仙
市
の
広
報
紙
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
っ
た
旧
市
町
村
の
情
報
を

発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（
大
曲
地
域
・
62
歳
女
性
）

大

合 私 市

旧

　
　
ン
パ
ル
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
よ
く
行
く
の
で
す

が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
る
の
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
料
金
も
安
い
し
、
き
れ
い
な
の
で
ぜ
ひ
利

用
し
た
い
で
す
。（

大
曲
地
域
・
62
歳
女
性
）

　
　
ル
カ
ラ
ー
な
の
で
と
て
も
見
や
す
い
で

　
　
す
。

　
今
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
と
て
も
興
味

深
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
大
仙

市
を
担
う
若
い
世
代
の
意
見
が
あ
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
世
代
で
も
興
味
を
持
っ
て
読
め

る
内
容
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
太
田
地
域
・
20
歳
女
性
）

　
　
民
意
識
調
査
中
間
報
告
が
掲
載
さ
れ
て

　
　
い
ま
し
た
。

　
将
来
と
も
豊
か
な
稔
り
を
育
め
る
田
園
、

糧
づ
く
り
基
地
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
こ
と
が
、
調
査
結
果
か
ら
読
み
と
ら

れ
ま
す
。

　
世
代
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
基
盤

の
構
築
に
む
け
、
地
域
住
民
と
行
政
が
知
恵

の
輪
を
広
げ
て
「
共
生
」
社
会
を
前
進
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。（

大
曲
地
域
・
63
歳
男
性
）

11
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

情

フ ド

施

市

「灯り」って暖かいね
　残業を終え、庁舎を出て「ホッ」

といやされる風景がある。

　大曲庁舎の道路を挟んだ一般家

庭の窓からもれる電飾の灯りが、

疲れを和らげてくれる。

　年末のこの時期は、ネオン看板

とのお付き合いも忙しくなる季節

だが、家庭の灯りで「コトッと」ぬ

ぐだまりたいですね。
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仙
市
に
嫁
い
で
５
年
。
毎
回
広
報
だ
い

　
　
せ
ん
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ク
イ

ズ
も
あ
り
、
見
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
行
事
や
施

設
紹
介
な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
大
仙
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

を
見
て
、
市
民
が
少
子
高
齢
化
・
福
祉
の
充

実
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
望
ん
で
い
る
こ

と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

（
仙
北
地
域
・
43
歳
女
性
）

　
　
外
か
ら
嫁
い
で
き
た
私
に
と
っ
て
、
地

　
　
場
産
食
材
厨
房
は
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
す
。
初
め
て
見
る
食
材
や
い
つ
も
と
違
う

調
理
方
法
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
助
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
料
理
の
紹
介
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
33
歳
女
性
）

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

シンボル・キャラクター募集には
何点の作品が応募されたでしょう？

①303点　②403点　③503点

12 31

　
　
民
意
識
調
査
中
間
報
告
を
読
み
ま
し

　
　
た
。

　
今
後
の
新
し
い
市
政
を
進
め
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
意
向

が
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
行
政
施
策
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
64
歳
男
性
）

　
　
イ
ズ
で
図
書
カ
ー
ド
が
当
た
り
、
好
き

　
　
な
本
を
買
い
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
と
ん
ぶ
り
の
料
理
を
私
も
作
っ
て
み
た
く

な
り
ま
し
た
。
と
ん
ぶ
り
が
風
邪
予
防
に
効

果
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
33
歳
女
性
）

材料（４人分）
◎米／２合◎黒豆／50ｇ◎ニンジン／50ｇ

◎しらす干し／30ｇ◎絹さや／７～８枚

◎調味料（酒／大さじ１、塩／小さじ１～1.5）

作り方
①黒豆50ｇを４時間水に浸す。
②鍋に①の黒豆と水1,000ccを入れて、火にかける。
煮立ってきたら弱火にして20分煮る。

③しらす干しを塩抜きする。
④ニンジンを短めの千切りにする。
⑤絹さやはゆでて千切りにしておく。
⑥米をといで、炊飯器に入れて２合の目盛りまで水を
入れる。黒豆、しらす干し、ニンジン、調味料を入
れて炊く。

⑦炊きあがったら絹さやを混ぜ、器に盛りつける。

市ク

　
　
れ
親
し
ん
だ
大
曲
か
ら
大
仙
市
に
。
広

　
　
い
広
い
大
仙
市
、
広
報
も
ま
た
新
鮮
さ

を
感
じ
、
編
集
の
苦
労
を
思
い
ま
す
。

　
池
田
氏
庭
園
は
す
ば
ら
し
い
で
す（
表
紙

写
真
）。「
お
正
月
料
理
」
に
挑
戦
し
よ
う
に

参
加
で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

　
広
報
ク
イ
ズ
に
は
何
通
ぐ
ら
い
の
応
募
が

あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
女
性
）

【
秘
書
広
報
課
】

　
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
手
紙
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
広
報
ク
イ
ズ
へ
は
毎
回
約
30
通

の
応
募
が
あ
り
ま
す
。
編
集
後
記
で
40
通
と

紹
介
し
た
ら
、
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

大

慣

今回の料理の先生は

進 藤 悦 子さん
（協和地域・峰吉川）

県

※煮汁も捨てずに利用できます。煮汁を使った黒豆寒天
（写真/右手前）や、はちみつを入れてホットドリンク
（写真/左手前）にしてもおいしいですよ！
※協和産黒豆は道の駅「協和」で販売しています。
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17 (土)

19 (月)

31 (土)

大仙美郷クリーンセンター休業（～平成18年１月３日）※P２・P４
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：たかはし歯科クリニック（仙北）☎0187-62-6800

３ (火)
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：田口歯科医院（大曲）☎0187-63-7117

21 (水)

26 (月)

27 (火)

クリスマス花火
　■午後５時30分～６時■丸子川橋上公園
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：岩田歯科医院（大曲）☎0187-62-8264
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

25 (日)

29 (木)

30 (金)

(日)18

冬の青少年健全育成運動（～平成18年１月15日）※P17
呈茶会（裏千家流・板先宗萠社中）
　■午前10時～午後３時■産業展示館（300円）
12・18平和講演会■午後２時～４時■仙北教育会館（500円）※P19
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：船木歯科医院（大曲）☎0187-63-0027
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

20 (火)

市内の認可保育所入所申し込み開始（～22日）
　※詳しくは広報だいせん12月１日号７ページをご覧ください。
第４回定例市議会（最終日）■午前10時～■大曲庁舎議場

24 (土) 「第33回大曲吹奏楽団定期演奏会 featuring 須川展也」チケット発売開始※P4

「NHK海外たすけあい」キャンペーン期間（～25日）※P18　　
市内のへき地保育所入所申し込み期間（～22日）
　※詳しくは広報だいせん12月１日号７ページをご覧ください。

1612/ (金)

22 (木) 太田町史編さん委員・執筆者合同会議■午後３時～■中里温泉

(金)
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：冨岡歯科医院（太田）☎0187-88-1123

23
天皇誕生日

Happy New Year HANABI (要申し込み）
　■午前０時■大仙市内の希望の場所（15,000円）※P19
第46回やまびこ元旦登山■午前４時45分JR大曲駅前集合※P19
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：おやしき歯科クリニック（大曲）☎0187-65-2002
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

(日)１/１
元旦

平成18年

28 (水) 御用納め

４ (水) 仕事始め

休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：金子歯科医院（大曲）☎0187-63-7300

(月)２
振替休日

12月16日（金）～１月４日（水）

みなさんの声を役立てます
国有林モニター
　国有林の管理・経営に関するアン

ケート、会議への出席などをしてく

れるモニターを募集します。詳しく

は東北森林管理局ホームページ

（http://www.tohoku.kokuyurin.go.jp/）
または、お問い合わせください。

◆任期／１年（平成18 年４月か

ら平成19年３月まで）

◆申込受付期限／12月28日（水）

【問い合わせ・申し込み】

東北森林管理局国有林モニ

ター係

☎ 018-836-2274まで

通信制大学で学びませんか
自宅がキャンパス「放送大学」
　放送大学は、テレビ・ラジオで
授業を行う正規の大学です。４月

入学の学生を募集しています。入

学を希望する方は、資料を無料で

送付しますのでお気軽に問い合わ

せください。

◆募集学生／【教養学部】全科履

修生・選科履修生・科目履修生【大

学院】修士選科生・修士科目生

◆申込受付期限／２月28日（火）

【問い合わせ・資料請求】

放送大学秋田学習センター

☎ 018-831-1997まで

平成18年

　12月18日（日）から平成18

年１月15日（日）までは「冬の

青少年健全育成運動」期間で

す。家庭と地域が一丸となっ

た青少年の健全育成にご協力

ください。

ご協力をお願いします

冬の青少年健全育成運動
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気をつけましょう
灯油等の流出事故
　寒くなり、暖房による灯油の需

要が増えると、配管の亀裂などに

よる油漏れ事故が増加します。

　油漏れは水質汚染や火災にもつ

ながるため大変危険です。普段か

ら暖房機器の配管をよく点検し、

ホームタンクからポリタンクに灯

油を入れる際は、その場を離れな

いように心がけましょう。

　水質事故（汚染）が起きたり、見

つけたりした場合は速かにご連絡

ください。

【問い合わせ】

各総合支所市民課（大曲総合支

所は環境課）

本庁環境対策課

☎0187-63-1111（内線146）まで

悩む前にまず相談を
労災保険情報センター
　労災保険情報センター（RIC）で

は、厚生労働省の委託を受け、労

災保険制度全般の相談を受け付け

しています。

　相談は無料で秘密は厳守しま

す。お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】

労災保険情報センター（RIC）

秋田事務所

☎ 0120-661-489まで

総合相談センターを開設
秋田県司法書士会
　秋田県司法書士会では定期的に

無料の相談会を行っています。相

続、不動産名義、登記、借金、隣り

とのトラブルなどでお悩みの方、

秘密は厳守しますのでお気軽にご

相談ください。面談による相談の

ほか、電話相談も行っています。

■面談による相談（要申し込み）

日時／毎週水曜日午後１時30分

～４時30分（祝日を除く）

会場／秋田県司法書士会館

【申し込み】018-824-0055まで

■電話相談

日時／月曜日から金曜日までの午

後１時～３時（祝日を除く）

【相談】018-824-0055まで

【問い合わせ】

秋田県司法書士会

☎ 018-824-0187まで

除雪機による事故を防ごう
安全で円滑な除雪作業
　冬になると歩行型除雪機による

事故が多発します。事故を未然に

防ぎ、安全に作業するため次のこ

とについて注意しましょう。

【注意】

１．作業前に取扱説明書をよく読

み、正しい使い方を理解する。

２．回転部（オーガ、ブロワ）に近

づくときは必ずエンジンを停

止し、回転部が完全に停止し

てから作業を行う。

３．発進時は、転倒したり挟まれ

たりしないよう、足元や後方

の障害物に十分注意する。

４．除雪作業中は、雪を飛ばす方

向に人・車・建物がないこと

を確認する。

５．除雪機の周りには絶対に人を

近づけないようにする。

【問い合わせ】

日本農業機械工業会内

除雪機安全協議会

☎ 03-3433-0415まで

自然と安全なくらしを守ろう
不法投棄は絶対に禁止
　市では、地域の不法投棄監視員

のパトロールを強化し、環境団体

等の協力をいただきながら不法

投棄防止を呼びかけています。発

見した場合、すぐに警察に通報し

ていますが、不法投棄は減少せ

ず、年々増加傾向にあります。

　市の不法投棄処理費用は年間約

200万円にのぼり、先日も市内の

自然公園で大量のごみが発見され

ました。不法投棄をした者は、５

年以下の懲役もしくは1,000万円

以下の罰金、またはその両方が科

せられます。豊かな自然と安全な

くらしを守るため、不法投棄の防

止と情報提供にご協力ください。

【問い合わせ】

本庁環境対策課

☎0187-63-1111（内線146）まで

あなたのやさしさをお待ちしています
「NHK海外たすけあい」キャンペーン

市内で発見された不法投棄。

　紛争・災害で苦しんでいる人や、恵まれない人にあたたかい手を

差しのべる平成17年度「NHK海外たすけあい」キャンペーンを実

施します。集まった義援金は、難民の緊急救援や、発展途上国の開

発に役立てます。キャンペーンは次のとおり行いますので、みなさ

んのご協力をお願いします。

◆期間／12月25日（日）まで

◆受け付け／日本赤十字社秋田県支部、各郵便局、各銀行ほか

※振込用紙は各窓口に用意しています。

【問い合わせ】

日本赤十字社秋田県支部☎ 018-864-2731まで
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初日の出を姫神山から
第46回やまびこ元旦登山
　第46回やまびこ元旦登山を行

います。姫神山の山頂でご来光を

仰ぎながら１年を始めてみません

か。下山後、薬師神社で紅白もち・

みかん撒きを行うほか、雑煮も準

備しています。受け付けはありま

せんので自由にご参加ください。

◆日時／１月１日（日）午前４時

45分JR大曲駅前集合

◆コース／大曲駅出発（5:00）～薬

師神社（6:20）～姫神山頂（記念撮

影）～薬師神社（8:00）

◆参加費／無料

◆その他／雑煮500円、絵馬500円

◆持参するもの／軽食、防寒着、

はし、おわん、敷物、懐中電灯、

その他必要と思うもの

【問い合わせ】

大曲山彦会事務局 高松さん

☎ 0187-68-2743まで

家の近くで打ち上げませんか
2006 Happy New Year HANABI

　NPO 法人

大曲花火倶

楽部では、

2006 年の

始まりをお

祝いする花

火「2 0 0 6

Happy New

Year　HANABI」

を行います。

市内どこへでも、希望の場所に出

張して花火を打ち上げます。家

族、友人、町内どんな団体・グルー

プでもかまいません。みんなでカ

ウントダウン、新年の幕開けと同

時に花火を打ち上げましょう。

◆対象／大仙市に在住の方

◆日時／１月１日（日）午前０時

◆会場／大仙市内の希望の場所（保

安距離等の安全に配慮した場所）

◆定員／20組

◆参加費／15,000円（３号玉５発）

※もっと大きな花火を打ち上げた

いなどの相談にも応じます。

◆申込受付期限／12月20日（火）

【問い合わせ・申し込み】

大曲花火倶楽部

☎ 0187-62-6887まで 平和を考えよう
12・18平和講演会
◆日時／12月18日（日）午後２時

～４時

◆会場／仙北教育会館（秋田魁新

報社大曲支局むかい）

◆参加費／ 500 円（コーヒーの

サービスがあります。）

◆講師／むのたけじさん（横手市

在住のジャーナリスト）

◆演題／「戦争への道をすすむ平

和憲法改悪」

【問い合わせ】

大曲仙北地方平和運動連絡会

☎ 0187-62-3599まで

働きながら能力を伸ばす
県・能力向上コース講習会
　仕事をしている方を対象とした

無料の講習会です。

【JW-CAD初級講習】

期日／１月５日（木）・６日（金）

【イラストレーター入門講座】

期日／１月11日（水）・12日（木）

【PCチラシ作成入門講習】

期日／１月17日（火）・18日（水）

【シーケンス制御（PLC）講習】

期日／１月25日（水）・26日（木）

【ガス溶接技能講習】

期日／１月26日（木）・27日（金）

【ワープロソフト基礎（ワード）講習】

期日／１月30日（月）・31日（火）

【２級建築士準備

（施行・計画・構造）講習】

期間／１月23 日（月）から31 日

（火）まで※施行・計画・構造各２日

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校

☎ 0187-62-6321まで

国際定期便で韓国旅行へ
韓国語 （入門）講座
　仙北地域国際定期便利用促進協

議会では、秋田空港国際定期便を利

用した韓国旅行のきっかけ作りとし

て、無料の韓国語入門講座を行いま

す。受講には申し込みが必要です。

◆対象／全日程を受講できる方

◆日時／１月11日から３月29日

までの毎週水曜日午後６時15分

～８時15分

◆会場／ペアーレ大曲

◆定員／先着20人

◆申し込み／ペアーレ大曲（☎
0187-63-8600）まで※P16

【問い合わせ】

仙北地域振興局地域企画課

☎ 0187-63-5114まで

お忘れなく
し尿のくみ取り

晴天に恵まれ、ご来光を仰ぐことができ
た平成15年１月１日の元旦登山。

2006
A Happy New Year

　年末年始はし尿のくみ取り

が休みとなります。慌てない

よう、余裕をもってくみ取り

の依頼をしてください。

【問い合わせ】

本庁環境対策課

☎ 0187-63-1111
（内線146）まで
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　人　口　95,651 人（－ 53）

　　　男　45,424 人（－ 27）

　　　女　50,227 人（－ 26）

　世帯数　30,406世帯（＋ 15）

（11/30現在）▼
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
と
な
り
、
10
大

ニ
ュ
ー
ス
や
世
相
漢
字
な
ど
一
年
の
締
め
く
く
り
が

話
題
に
の
ぼ
る
。「
合
併
元
年
」
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た

ろ
う
か
▼
今
回
お
便
り
広
場
に
「
合
併
し
て
か
ら
自

分
の
ま
ち
へ
の
愛
着
が
増
し
た
」
と
い
う
は
が
き
を

い
た
だ
い
た
。こ
れ
も
合
併
効
果
の
ひ
と
つ
で
は
…
。

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
文
化
が
融
合
し
誕
生
し
た
新
市
。

新
し
い
枠
組
み
に
な
り
、
客
観
的
に
地
域
の
良
さ
を

再
認
識
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
も
東
京

で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
、
は
じ
め
て
知
っ
た
故
郷
や

家
族
の
あ
り
が
た
さ
、
そ
れ
と
同
じ
感
覚
だ
と
思
う

▼
大
曲
地
域
の
大
川
西
根
小
学
校
の
楽
器
ま
つ
り
が

中
仙
地
域
で
開
催
さ
れ
、
大
曲
の
花
火
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
に
市
全
域
か
ら
４
０
０
通
を
超

す
応
募
が
あ
る
な
ど
、
合
併
に
よ
る
活
性
化
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
▼
誰
も
が
体
験
で
き
な
い
合
併
と

い
う
節
目
。
私
た
ち
は
長
い
歴
史
に
お
け
る
選
ば
れ

し
者
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
合
併
は
こ
ん
な
だ
っ

た
」
と
話
す
時
期
が
き
っ
と
来
る
と
思
う
。
歴
史
の

証
人
と
し
て
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
あ
る
地
域

を
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
今
が
最
も
重
要
だ
。
　（
し
）




